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                       比内支援学校 教頭 佐藤 大   

  

今年度も新型コロナウイルス感染症の波が何度か訪れました。対策を講じながらの学校生活は３

年目となりました。 

 本校のセンター的機能の活動も、感染症対策を十分に行いながら進めてまいりました。急な変更

等、若干の制約もまだありますが、昨年度よりは実際の現場にお伺いしての活動が充実してきたと

感じているところであります。 

 本校は大館地区の幼保・小・中・高等学校の支援を中心に行っていますが、各校・園の特別支援

教育に関する意識がますます高まっていることを実感する１年でもありました。一人一人に寄り添

い、よりよい支援のあり方を共に考えることは、子どもの成長と先生たちのチームワーク、保護者

の理解を深めることにつなげらていることを強く実感させられています。私たちも支援に携わるこ

とで、多くの学びと気づきを得ることができました。 

 第四次秋田県特別支援教育総合整備計画が策定され、それに基づいた取組が来年度から進められ

ていきます。第三次の計画で示された「特別支援教育に関するセンター的機能の充実」が、「学校

の専門性を生かすセンター的機能の強化」として基本方向で引き継がれました。本校はこれまで同

様、専門性を生かした支援に努めてまいります。引き続き本校のセンター的機能を活用くださるよ

うお願い申し上げます。 

                                         

 

 

 

 

 

 

  地域の特別支援教育のセンター的役割として、幼保こども園・小学校・中学校・高等学校を訪

問し、各校（園）のニーズに応じた支援の取組を行ってきました。 

比内支援学校（本校）の地域支援部及び教育専門監の鹿角小坂地区、大館北秋田地区での各校

種への支援回数及び内容は次のとおりです。 

校 種 校（園）数 
回 数 

訪問・来校 
内 容 

幼    保 

こども園 

１８園 ５４回 保育参観 発達支援会議 職員研修 保護者研修 

運動遊び  

小 学 校 １６校 ６９回 授業参観 ケース会議 知能検査 職員研修会 

保護者相談 保護者研修  障害理解授業  

ペアレントトレーニング研修  

中 学 校 ５校    ８回 保護者相談 授業参観 校内支援委員会 ケース会議 

知能検査 障害理解授業 

高等学校 ６校 ２１回 巡回訪問（校内委員会）授業参観 ケース会議  

知能検査 保護者相談 職員研修会  

 

 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の御協力ありがとうございました。次年度も、児童・生徒及び保護者への支援者の一員として、

関わらせていただければと願っております。            文責 教育専門監 藤田久美子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【問い合わせ先】 何でもお気軽に御相談ください 

    秋田県立比内支援学校  教頭 佐藤 大  教頭 佐藤 香代子 

教諭（兼）教育専門監  藤田久美子  

                  特別支援教育ｺｰﾃﾞｨｰﾈｰﾀｰ  鎌田 亜希子 

                 TEL０１８６―５５―２１３１  FAX ０１８６―５５―２１３２ 

             E-mail : hinai-s@akita-pref.ed.jp 

支援内容①◆継続した保護者相談・支援内容等の検討と評価 

学校や家庭での子どもの状況や本人、保護者の困り感を受けて保護者相談を行ってきました。保

護者の方とお話をする前に、保護者の了解を得て、授業での子どもの様子を参観したり、学級担任

から普段の様子や学習の状況について情報を得たりしています。さらに、必要であれば、「SEN チ

ェック」や「LDI-R」等の簡易的に全体像を知るためのチェックシートを記入してもらい、より詳し

く子どもの今の状況を整理してから、保護者の方からお話を伺います。 

まずは、子どもが学校生活を穏やかに過ごし、学習活動に取り組むことができることを第一優先

にして、保護者の方の思いを伺ったり、提案をしたりしています。その際には、「個別の教育支援計

画（簡易の様式を含む）」を活用して合理的配慮と役割分担を視覚化し、できるだけ評価日を決めて

今後につなげることができるように心掛けています。 

 

支援内容②◆障害理解授業の取組 
 居住地交流や交流及び共同学習を今年度は２６校３６回実施しました。この目的は本校に在籍す

る児童生徒の学びだけではなく、障害のない子どもにとっても、お互いを正しく理解し、共に助け

合い、支え合って生きていくことの大切さを学ぶ機会となります。「社会的障壁」の一つが「心のバ

リア」で、「無理解」や「知らないこと」がバリアを作り出します。「知る」機会をたくさん得るこ

とで、障害への意識や理解、それぞれが違っていいことを、大人よりも柔軟に受け入れられるのが

子どもたちです。それを応援していきます。 

 

支援内容③◆研修会の実施 
 「子どもの発達と子育て～ペアレントトレーニングから～」「メディアと子育て」「ティチャーズ

トレーニング」「個別の教育支援計画の作成について」「UD の視点による授業づくり」等各校（園）

のニーズに応じて研修会を実施しました。また、外部の方を講師に、「授業のユニバーサルデザイ

ン」「発達障害のある子どもの行動理解と具体的支援」「教師だからこそできる支援と配慮」をテー

マにした講演も実施できました。次年度も各機関にご協力頂きながら、計画していきます。 

 

スマイル相談会をご活用ください 

「特別支援学級を担任するのが初めてです」「生活単

元学習って何？」「自立活動って何をすればいいの？」

「教育支援計画の作成評価の書き方が分からない」「授

業中のおしゃべりをどうすればいいの？」「今年やって

みたけど・・・」「新学期が少し不安」 

一緒に考えてみませんか。「本校のスマイル相談会」

をご活用ください！お気軽に、本校地域支援部コーディ

ネーター.にご連絡ください。 

教材・教具・書籍 

の貸し出し 

すぐに使えるプリント

教材や、特別支援教育に関 

する書籍等、

貸し出してい

ます。いつで

もお気軽にご

利用くださ

い。 


